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2017 年 12 月 20 日（水）、地下鉄「銀座駅」から晴海通りの既設地下通路を経由して、複合商業施設「GINZA 

SIX」につながる地下通路が開通しました。GINZA SIX 内のエレベーターを利用して、地上のあづま通り・三原通

りにもアクセスできます。当地下通路は、銀座六丁目10地区第一種市街地再開発事業において、地下鉄「銀座

駅」のバリアフリー動線の強化、安全・快適な歩行者ネットワークの拡充を図るべく整備されたものです。今回の

地下通路の開通により、来街者の利便性・回遊性が向上し、GINZA SIX はさらに地域に開かれた場になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地下通路概要＞ 

■開通日時 ： 

2017 年 12 月 20 日（水）7：00 

■通行可能時間 ： 

7：00～23：00 

■全長 ： 約 125m 

全幅（有効幅員） ： 約 5.5m 

■地下通路の出入り口 ： 

①GINZA SIX B2F 

②あづま通り 

（エレベーターで接続、 

開放時間 7：00～23：00） 

③三原通り 

（GINZA SIX 内 B2F 通路を経由してエレベーターで接続、開放時間 7：00～23：00） 

 

GINZA SIX開業時には、中央通りから三原通り側へつながる新たな歩行者動線「銀座パサージュ」も開通して

います。それ以外にも、バス乗降所や観光案内所による国際的な観光拠点の形成、災害時の帰宅困難者

3,000人の受け入れを想定した防災支援機能の整備、環境に配慮した屋上庭園の整備など、銀座エリアの地域

貢献に取り組んでいます。GINZA SIX は今後も、国内だけでなく世界中から人々が訪れる銀座エリアの、さらな

る魅力と賑わいづくりに貢献します。 
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地下鉄「銀座駅」から GINZA SIX につながる地下通路が開通 

バリアフリー動線を強化、来街者の利便性・回遊性を向上 

～20１7 年 12 月 20 日（水）供用開始～ 

 

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞ 

GINZA SIX PR 事務局 （株式会社サニーサイドアップ内） 担当： 石原、關、鈴木 

TEL:  03-6894-3200  FAX:  03-5413-3050  E‐MAIL： ginzasix_pr@ssu.co.jp  HP： http://ginza6.tokyo/ 
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※参考資料 

銀座六丁目 10 地区第一種市街地再開発事業「GINZA SIX」 地域貢献の取り組み 

 

■安全で快適な交通・歩行者ネットワークの拡充 

歩行者動線のバリアフリー化を図るとともに、来街者の回遊性や利便性の向上を図ります。 

 １．地下鉄「銀座駅」から GINZA SIX までを地下で直結する地下連絡通路の整備（12 月 20 日開通） 

 ２．歩車分離された「あづま通り」（敷地内通路）と、中央通りと三原通りをつなぐ建物内の歩行者専用通路 

   「銀座パサージュ」の整備（銀座パサージュ開放時間 7：00～23：30） 

 ３．駐車場（515 台）※、駐輪場（104 台）、銀座六丁目地下駐輪場（400 台）の整備 

※商業施設利用者の駐車可能台数 445 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国際的な商業・観光拠点の形成 

施設の利用者だけでなく、地域に開かれた場として来街者の利便性と快適性を高めます。  

 １．大街区化による商業を含む複合施設としての機能の高度化 

 ２．観光客受入スペースの整備 ツーリストサービスセンター「TERMINAL GINZA」（1F）、観光バス乗降所（1F） 

 

■災害時の地域全体の防災支援機能 

災害発生時は、帰宅困難者3,000人×3日間の受入れに対応できるよう、食料

や水、毛布など災害時に必要な物品を保管する備蓄倉庫を整備しているほか、

地下 3階の文化・交流施設「観世能楽堂」等を一時滞在スペースとして活用で

きるよう備えています。   

１．建物の高い耐震性と安定した電力供給 

（都市ガスまたは重油により、共用部（一部設備）に電源供給可能な 

非常用発電設備を整備） 

 ２．防災備蓄倉庫と帰宅困難者の受入 

 

■環境に配慮し、地域に貢献する施設 

緑と潤いの創出と、先進的な環境技術を活用し、建築物の熱負荷を低減する

ための措置や省エネルギーシステムを導入することにより、環境負荷の低減を

図ります。 

 １．地域に開かれた屋上庭園「GINZA SIX ガーデン」の整備 

 ２．高効率地域冷暖房施設、雨水貯留槽を整備 

 ３．建物全体で PAL 削減率段階 3、ERR段階 3の実現 

 

 
 

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞ 

GINZA SIX PR 事務局 （株式会社サニーサイドアップ内） 担当： 石原、關、鈴木 

TEL:  03-6894-3200  FAX:  03-5413-3050  E‐MAIL： ginzasix_pr@ssu.co.jp  HP： http://ginza6.tokyo/ 

防災備蓄倉庫 

建物内の歩行者専用通路 
「銀座パサージュ」 

※通路の整備イメージ 

12 月 20 日に開通する 

地下連絡通路 
 

地下道 

GINZA SIX ガーデン 

銀座駅 

交詢社通り 

三原通り 

中央通り 

みゆき通り 

あづま通り 

（敷地内通路） 
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